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研究の要約
平成8年度に出された中央教育審議会の弟一次苔申では､21世紀を展望した我が国の教育
の在り方を示し､ ｢生きる力｣を育成することを最大の教育課座として上げている｡
その実現のためには､ ｢生きる力｣を育成するという基本的な考えに立って教育内容の載選杏
図る必要があるという趣旨が示されている｡
この趣旨を受けて､ここでは､小学校の珊 科で取り扱う ｢発芽｣を厳超の対象として想定し､
筆耳の指導内容をどのような視座から､どんな内容に厳選すれば､ ｢生きる力｣を育成するとい
う基本的な考えに立った筆算指執こなるのかを考蕪する｡
1 筆耳の指導内容を見直す意義
中央教育審議会の第一次答申によれば､
｢生きる力｣を次のように定義しているo
自分で課宙を見つけ､自ら学び､自ら考
え､主体的に判断し､行動し､よりよく
間籍を解決する資質や能力 (1】
この答申をみれば､今日の変化の激しい
社会にあって､単なる知Ⅰ識､技能を稚得す
れば済むという時代は過ぎ､自ら学U､自
ら考える力などの ｢生きる力｣を育成する
教育へと転換するする必要がある｡
しかし､知識､技能の獲得に偏ることは
避けなければならないが､社会がどのよう
に変化しようとも､基礎的 ･基本的な知識､
技能はどの子どもも確実に身に付ける必要
がある｡
このことは､ ｢あまりに多くのことを教
えるなかれ｡しかし､教えるべきことは徹低的
に教えるべし｣というホワイトヘッド(英国の
哲学者)の言葉を借りるまでもない｡
今や各家庭に電卓が普及し､児童が手軽に活
用できるようになったため､筆臓 を唱え
る者もいる｡しかし､私は､ ｢筆貫｣を単なる
日常生活に必要な技能としてだけとらえるのは
適切でないと考えている｡
公理的方法に基づく算数 ･数学の学習指導をい
う杉山吉茂氏も､教材の精選は､原理に基づい
ての発展的な学習を期待するならば､どんな法
則や原理を根拠にするのか､どのあたりまで発
展的な考察が可能なのかを明らかにしなければ
ならないとしている｡ (2)
そこで､数社念の形成との関連､公理的方法
に基づく筆斉の学習､日常生活に必要な基礎的
の計井の観点から､筆芽の指導内容の棚 を考
考察する｡
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2 筆算を厳選するための視座
(I) 指導要領における輩昇の位匪づけ
現行の指導要執二は､隼軌こ関する指導内
容は､次のように示されている.
:第2学年 2内容 A 数と計鼻 (2)
イ 2位臥 3位数などの加法及び減法の
計井が基本的な計算を基にしてできて
いることを理解すること｡また､それ
らの畢抹形式について知り用いること
;第3学年 2 内容 A 敬と計拝 (3)
ア 2位致.3位政に､1位軌及び2位数
をかける計耳が乗法九九などを基にし
ていることを理解すること｡また､そ
の準昇形式について知り用いることO
(4)
イ 除数が1位軌の場合の輩拝形式につい
て知ること｡
荊4学年 2 内容 A 散と計耳
(3)指数の乗法の計勤 L屑確実にで
きるようにし､それらを用いる能
力を伸ばす｡
故と計革 (4)
ア 除数が2位数の場合に除法ができるこ
とを知り,その計耳の仕方などについ
て理解すること｡
3 内容の取按い (1)
内容 ｢A数と計算｣の (3)及び (4)
については､乗数や除数が3位数である場
合の指軌ま2位数までの考え方を基にして
児童に考えだすようにするとともに､授稚
な計算は避けるものとする｡
上記の現行の指導要領の内宮を受けて､
第2学年では､
･12･3位数)±(2･3位致)
第3学年では､
･(2･3位歎)× (1･2位敷)
･(2･3位数)千 (1位数)
第4学年
･(3位敷)×(3位敷)
･(2･3･4位敬)÷(2･3位数)
というように､整数の場合の筆算を取り上げて
いるのが現状である.
(2) 畢拝を厳選するための具体的視座
鍍耳は､単にEl常生活に必要な計算ができる
ようにするために形式的な手扱きを指導してい
るのではないと考える｡
ここで､筆算を何のために取り扱うのかを明
らかにし､これを蟹拝の指導内容を厳選するた
めの執事として位静づける｡
(圭)繰り上け､擦り下げの操作を通して.十進
位取り基数法の仕組みを理解させ､整数の
数枚念の理解を深める (数社念)
(診繰り上げ.穎り下げの操作を通して､十進
位取り記数法の考えを伸ばす (考え方)
③日常生活に必要な基礎的 ･基本的な計算技
能として身に付ける (技能)
④基数同士の計拝を基にしているという畢耳
の計昇の原理を理解する (計井原理)
3 粟井の厳選
(日 加法の筆算の厳選
ここでは.現行の筆拝の指導内容を､上記の
4つの視垂から見直すために､ r指導内容｣と
｢視庵1｣のマトリックスを考えた｡
そして､このマトリックスを基に,筆算をど
んな内容に厳選すればよいかを究明する｡
衰1 畑法の輩技の厳選表 ○要 ×不要
致放念 考え方 技能 原理
2位I+2紐 0 ○ ○ ○
2位t+1位I ○ ○ ○ ○
3蹄+3甜 × ○ × ×
3線+2牌 × ○ × ×
4畑+4線 × × × ×
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加法の筆跡こついては.前ページの表1に
より､ (2位敷)+(2位数)までは､
･散乱念を形成するため
･十進位取り記数法の考えを深めるため
･日常生活に必要な計算技能を身に付けさ
せるため
･基礎的な計昇の知功 として身に付けるた
め
といった4つの視座から重点的に指導する必
要があると考えるC
(3位扱)十 (3位敬)については､
12位鞍の時と同じように計昇できるとい
う考え方に気づかせるため
といった損座から触れる程度でよいと考える｡
したがって､ (3位致)+(3位欺)につい
ては､計算技能の習熟を図る必要はないと考
えるO日常生活でこのような計5.を処理する
場合は､屯卓を使えばよいことであろう｡
(2) 減法の筆耳の蝦適
加法の筆算の場合と同じ視座から､兼2の
ようなマトリックスを考えて､減法の場合の
輩耳の厳選を考察する｡
衷2 減法の筆昇の鮭遼東 ○要 x不要
放た念 考え方 技能 原理
2線-2硯 ○ ○ ○ ○
2故-1馳 ○ ○ ○ ○
3馳-2桂一 × ○ ○ ○
3線-3組 × ○ × ×
4位I-4蛾 × × × ×
減法については､ (2位数)+(2位敷)
の筆貴の逆の (3位敷)- (2位敷)までの
筆軌ま､4つの視座から重点的に指導し､計
算の習熟まで図る必要がある｡
(3位敷)- (3位致)の筆削こついては､
(3位歎)- (2位致)までの蒐吊として考
え方のみ取扱､習)軸二は及ばないと考える｡
(3) 乗法の筆井の最適
乗法の筆削ま､位取り記数法や乗法九九を基
にして､筆耳形式を構成できるようにすること
が大切である｡乗数が2位数の場合は､他にも
1つの政を､はかの数の穂などとみる見方や散
の相対的な見方が関係してくる｡
以上のような点を勘案して､次のような視座
を設定した.
①十進位取り基数法の仕組みの理解を深めた
り､数の見方を深めたりして､軽軌の敷概
念の理解を深める (紙 念)
をトト進位取り記敬の法の考えを伸ばす (考え
方)
③日常生活に必要な基礎的 ･基本的な計算技
能として身に付ける (技能)
④乗法九九を基にしているという撃方の計算
の仕方を理解する (計算原理)
表3 乗法の筆昇の舷遜衰 ○要 ×不要
数社念 考え方 技能 原理
2組x1位I ○ ○ ○ ○
3位IXl硯 × ○ × ×
4姐x.1成 〉( × )く X
2跡×?馳 ○ ○ () C)
3蝕x2位I × ○ × ×
4蛾×2位I × × × ×
3練×3位l × × × ×
かける1位数の乗法については､上記の4つ
の視座2からみて､ (2位致)×(1位数)杏
主要な筆算の指導内容とし､習熟まで図る必要
があると考える｡
(3位致)× (1位敷)については､
(2位致)× (1位歎)と同様な考え方で計算
できることに気づかせることが大切である｡
ただし､基礎的な計算の範鴫外と見なし習熟さ
せる必要はないと考える｡
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かける2指数の乗法については､
(2位致)× (2位数)の筆算を主要な指導
内容とするのがよいと考える｡
部分積をずらしてかくことは十進位取り記
数法の考えと深く関連するとともに､この程
度の筆昇はEl常生活に必要な基礎的な計井と
して位声づけることができる｡
したがって､(2位放)×(2位敷)の奉
拝については､その計耳の仕方を理解できる
ようにするとともに､その畢拝の習熟も図る
必要がある｡
(3位数)× (3位敷)については､指導
要領でも第4学年で取り扱っているが､子ど
もには､致放念を深めるために必要な訳でも
ないし､E]常生活に必要とする基礎的な計耳
としての範囲も適えているとみてよいので､
習軌を図る必要はないと考える.
(3) 除法の車耳の厳遇
除法は､乗法と比べて頭の位からわり進め
ていくので､敬の相対的な見方を活用してい
くところに特徴がある｡
したがって､除法については､散の相対的
な見方を伸ばす要素があることを加併 しで､
次の擁座から厳選を考えた｡
①十進位取り基数法の仕組みの理解を深め
たり､数の相対的な見方を深めたりして
理数の数枚念の理解を深める (散放念)
②十進位取り記散の法の考えを伸ばす
(考え方)
③日常生活に必要な基礎的 ･基本的な計算
技能として身に付ける (技能)
㊥乗法九九を基にしているという筆耳の計
算の仕方を理解する (計算原理)
表4 除法の革井の厳選表 ○要 ×不要
敷救急 考え方 技能 原理
2蝕÷1蝕 ○ ○ (⊃ ○
3紬÷1蝕 ○ ○ ○ ○
4故÷1仇 × × × X
2位ト 2位I ○ ○ ○ 0
3細÷2硯 ○ ○ ○ ○
4馳÷2(祖 X × × ×
3位l÷3蝕 X × × ×
表4のように､わる1位数の除法について
は､ (2位敷)× (1位致)の逆のわり耳の
の車耳の仕方を理解できるようにするととも
に,その習熟を図る必要があるdしたがって
(2位敷)÷ (I位赦)と (3位散)÷ (1
位致)が主要な指導内容となる｡
ただし､ (3位敷)÷ (1位敷)について
は､(2位敢)× (1位致)の逆の墳台だけ
で十分である｡942÷3のような計算は､
(2位致)÷ (1位敷)と同じように考えて
計耳できることに気づかせれば十分で､習熟
ねらう必要はないと考える｡
わる2位散の除法については､
(2位敬)×(2位敢)のかけ耳の逆のわり
昇について､計算の仕方を理解できるように
するとともに､その習熊を図る必要がある｡
(2位取)÷(2位数)､(3位放)÷(2
位致)が,わる2位激の除法の輩拝の主要な
指導内容となると考える｡
･(4位敢)÷ (2位敷)
･(3位軌)千 (3位敷)
上記の2つの筆舌については､電卓で処理
できればよく､この計井を取り扱わなければ
放散念を深めることができないというもので
もないので､削除できる抱弥内容であると考
える｡
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4 筆耳の厳選についての私案
現行指導要領にみる筆井の指導内容 学年 筆耳の敗軌 こついての私案
2 内容 第 2 内容
A 散と計算 (2) A 散と計算 (2)
イ 2位敷､3位散などの加法及U減 イ 2位政の加法及び減法の計算が基
法の計算が基本的な計算を基にし 2 本的な計算を基にしてできている
てできていることを理解すること. 学 ことを聯 すること○また､それ
また.それらの筆耳形式について 早 らの畢井形式について知り用いる
知り用いること. こと03 内容の取扱い (1)3位散 加法及び輔圭の指軌 ま2位数までの考え方を基にして児童に考えだすようにするとともに.棚 な計執 ま避けるものとする.
2 内容 辛 2 内容
A 故と計耳 (3) A 教と計算 (3)
ア 2位敷､3位故に.1位敷及び2 2位!削こ1位軌及び2位政をかける
位款をかける計耳が乗法九九など 計耳が乗法九九などを基にしている
を基にしていることを理解するこ 3 ことを理解すること○また.その筆
と.また､その筆井形式について 学 その筆克形式について知り用いるこ
知り用いること｡ 年 と○
散と計耳(4) 数と計算 (4)
ウ 臓敗が1位軌の場合の筆算形式に ウ 除政が1位政の盤台の筆簸形式に
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現行指導要領にみる筆井の指導内容 学年 奉拝の厳選についての私案
2 内容A 数と計算 * A 軌と計耳
(3) 艶 の乗法の計掛 i-層確実にできるようにし､それらを 求(3)削除(4)軌 の除法についての理解を探
用いる能力を伸ばす. 4
軌と計算 学
4 丘取の除法について0)理解を深 年
め､それを用いる能力を伸ばす. め.それを用いる能力を伸ばす.
ア 除数が2位散の岨合に除法ができ ア 除数が2位歎のせ合に除法ができ
ることを知り､その計井の仕方な ることを知り､その計井の仕方な
とについて理解すること. とについて理解すること.
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